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Abstract 
  In this article, I present an overview of the installation-style art exhibition that I worked on at Shinano-Oiwake ,  
ABURAYA in Karuizawa-machi, Kitasaku-gun, Nagano Prefecture in the summer of 2019. We will discuss issues after 
implementation and the possibilities that have become apparent. 
  This exhibition was planned and exhibited by graphic designer, photographer, and me as a curator. Through the study of 
spatial composition when using the place itself, discovering issues in the process of creating and displaying works, and also 
functioning as a place for practical learning of art management, the spread and outreach of contemporary art expression and 
educational promotion activities and the issues of art projects. 
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展覧会名：解像度 77（かいぞうどなななな）/ 77dpi 
日程：2019 年 7 月 14 日（日）から 8 月 11 日（日）まで 
会場：信濃追分文化磁場油や「隠れ家プロジェクト」 
〒389-0115 長野県北佐久郡軽井沢町追分 607  https://aburaya-project.com 
関連イベント［カフェ出店］：ch.books CAFE  https://www.facebook.com/ch.books.cafe 
参加作家：大井川茂兵衛（おおいがわ・もへい） 
フォトグラファー、株式会社 Hi-Bush、1977 年生まれ 
     木下光三（きのした・こうぞう） 



























































図 3-2  広瀬毅による「小さな小屋」ドローイング 
(C)OpenStreetMap Contributors 

























































































きている。しかし実際には通信会社やメーカーによって表記には揺れがあり、NTT ドコモは 88 がハー
トであるが、他社では 88 はブランク（空欄、何も無し）になることが多い、というオチもあった11。 
 











         
図 6-1 現場下見、左からナカムラジン氏、木下、大井川     図 6-2 木下制作のコンセプト構想の初期イメージ 
 
  
































図 6-15 「小さな小屋」内 東壁面                図 6-16 「小さな小屋」内 西壁面 













    















































などの場面でも利用の可能性を感じ、2019 年 12 月に金沢市の北陸大学で行われた、日本アートマネ
ジメント学会・第 21 回全国大会のポスター発表でも展示発表を行った。 
 
図 7-2  フルカラー／グレースケール／ 
モノクロ２階調を表す図（筆者制作） 
図 7-1 中古で手に入れたプリントゴッコ PG-10。 
消耗品は通常ルートではもう手に入らず、教則 








































カフェ出店を快諾いただいた ch.books CAFE の滝澤愛様、その他ご協力・ご指導いただいたみなさま
に、厚く御礼を申し上げる。 
 
図 7-4  インスタントカメラ（いわゆるポラロイド 
写真）ワークショップでの成果物。 
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